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大幅賃上げ、
ジェンダー平等を
物価高騰
に見合う

お困りごと、ご相談があれば、田
原聖子・せいの恵子事務所まで、お
気軽にご連絡下さい。

ご相談は
お気軽に

日本共産党田原聖子（国政）
せいの恵子（都政）事務所

〒115-0042北区志茂2-53-7

電話 03-5939-6581
FAX 03-5939-6582

ダウン症の子とともに、尊厳が尊重される社会をめざして
やるねー♪ 結ちゃん

おはぎ  最近の好物です

2025年
春闘

学習講座「大人も子どもも性教育」（2月23日）会場で
講師の日暮かをるさん（中）、せいの恵子さん（左）と。

1月と2月に赤羽駅東口で行われた若者たちの「音楽
街宣」でスピーチ。ビートに乗せて想いを伝えました。

活動日誌
田原聖子の

25 年春闘でがんばる仲間を応援（２月２０日）

３月１３日を中心に、多くの労働組
合が、賃上げや勤務時間短縮など
を求めて行動。「動けば変わる！ 声
を上げよう！ あなたの思いを！」と、
ストライキや休暇を取っての行動参
加を呼びかけています。

今年、重視されているのは「非正
規春闘」。 労働者の約４割を占める
非正規労働者は、低い賃金や労働
条件、有期契約による不安定雇用と
いう状態に置かれています。

しかし、「目立つと雇い止めに合
うかもしれない」と足踏みをする人
たちも多い中、フリーターの若者な
どで組織する労働組合が中心になって、非正規運動のネットワーク化が強化されています。

「＃座ってちゃダメですか」の SNS 拡散で要求を突き付けて、スーパーのレジに椅子を置か
せる成果を全国の企業に波及させるたたかいも広がっています。

また、職場における男女の賃金格差や各種のハラスメント、長時間労働や仕事・家庭におけ
る役割分担など、多くの課題の根底にはジェンダー差別があります。ジェンダー平等の実現は、
働く人たちの要求実現です。性別、雇用の違い、年代などにかかわらず、誰もが意見を出し合
い、対話を進めようと努力が積み重ねられています。

私も、物価高騰に見合う大幅賃上げ、一日 7 時間・週３５時間労働の法制化をめざして、労
働組合の仲間の皆さんと力を合わせてがんばります。

小学校の入学式では、一人で座るのが不安だった結ちゃん。6 年後の卒業式の練習では、
「『きりつ』『れい』がしっかりできています」と連絡ノートで担任の先生から伝えられました。

ならば今回は、「君が代斉唱」の時に着席して抗議の意思を示そうと意思統一。 労働組合
の仲間に「今そんなことしても意味が分かる先生はいないよ」と言
われても、思想信条を貫くことが大事と、士気高く当日を迎えます。

前列に生徒、後列に保護者と分けられ、「一同起立。君が代斉唱」
の瞬間、私たち結ちゃんの父母は着席。前列の結ちゃんを見ると、
なんと着席しています。先生に促されてもそっぽを向いて立ちませ
ん。その様子を見て「やるねー」とニヤリ。 感性豊かな障害のあ
る子には自由や希望を感じない歌詞とメロディーだったのでしょう。

今度は中学の卒業式。旅立ちの日に希望の虹をかけていきたい。


